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飯沼博一名誉教授に捧ぐ
半　谷　俊　彦
　本学経済経営学部名誉教授飯沼博一先生は，2015 年 6 月 1 日逝去されました。ここに謹んで哀悼の
意を捧げます。
　先生は 1931 年 7 月 8 日に出生され，1954 年 3 月に明治大学商学部産業経営学科を卒業された後，明
治大学商学研究科修士課程を経て，1964 年 3 月に同研究科博士課程を修了されました。大学院生時代
から一貫して国際貿易論に取り組まれており，「重商主義における貿易差額説」の考察を端緒に，スミ
ス，リカード，ミル，マーシャルなどの比較検討を通じて，外国貿易の意義や批判を検証されました。
その後はさらに，ケインズやシュンペーターの理論の研究を通じて国際貿易論の現代へ至るまでの移行
過程の究明に取り組む一方，アメリカやアジアにおける国際貿易の発展過程の解明に取り組まれておら
れました。その間，多くの論文を発表され，1999 年には研究成果を単著『国際貿易の変遷と将来的展
望』にまとめ，出版されました。その業績により 2000 年に明治大学から商学博士の学位を授与されて
います。
　国際貿易学会においては長年にわたって理事を務められ，1995 年から 1999 年までは会長の任にあた
られていました。また，アジア市場経済学会の設立にご尽力され，設立後は，理事や副会長として学会
の発展に寄与されてきました。先生のご貢献により，同学会は 20 年余りで 250 名を超える団体に成長
しています。その他にも，全関東貿易研究団体連合会会長，日本商業学会評議員，日本経済学会連合評
議員，日本貿易振興会貿易アドバイザー運営委員会委員長，貿易奨励会副委員長，日本学術会議国際経
済研究連絡委員などを歴任され，学界や経済界に広く貢献されました。
　本学には開学準備から関わられ，1966 年の開学と同時に着任されました。1974 年には教授へ昇格さ
れています。2002 年に定年で退職されるまで和光大学と歩みを共にされ，その間，経済学部長，進路
指導部長，連合教授会議長などの要職を歴任されています。講義では国際貿易論や国際経営論を担当さ
れ，ゼミナールにおいては，議論を通じて学生の論理的思考能力を啓発することに特に心を砕かれてい
たと聞いています。1989 年に経済学部を改組した際には，経営学科を新設するために奔走して下さい
ました。爾来，経営学科の教員として学科の発展，教育の充実に力を尽くされてきました。現在の我々
があるのも，先生のたゆまないご努力によるものです。
　先生に思いを馳せるとき，何よりも，凛とした姿勢で，そして厳格な態度で教授会に臨まれていた在
りし日のお姿が目に浮かびます。先生は学生にとって教師であっただけでなく，我々にとっても，教師
のあるべき姿を示して下さる大きな存在でした。
　ここに，飯沼博一先生のご生前のご功績をたたえ，『和光経済』の本号を先生の追悼号とし，感謝の
意を込めて先生の御霊に奉呈いたします。
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